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災害対策特別委員会活動経過報告書

災害対策特別委員会の活動経過について、下記のとおり報告します。

記

1　活動年月目

（1）　平成23年　9月22日　報告聴取

（2）平成23年10月14目　委員の派遣

2　活動経過

（1）　9月22日

　　　　以下のとおり2件の報告を聴取した後、質疑応答を行った。

　　①杉並区及び青梅市の災害時相互援助に関する協定の締結について

　　　　　平成21年5月に交流協定を締結した青梅市との間に、災害時相互援助

　　　　に関する協定を平成23年8月28目に締結したとのこと。

　　　　協定の概要は、地震等により災害が発生し、応急対策及び復旧対策に必

　　　要な物資、資材、人員等に不足を来す場合、速やかに援助を実施するとの

　　　　内容であるが、お互いの立地条件を踏まえ、災害時要援護者の高齢者施設

　　　　への受け入れ、帰宅困難者の休憩場所の提供といった被災者支援の項目を

　　　新たに加えたことが特徴となっているとのこと。

②平成23年度杉並区総合震災訓練について

　ア　総合震災訓練（関係機関訓練）

　　　昨年度に引き続き、震災時の区と関係機関等との連撹や地域の防災力

　　の向上を図ることを目的に、総合震災訓練を平成23年11月20日に

　　実施するとのこと。

　　　発災の想定は、休日の午前9時に震度6弱の首都直下を震源とした地



震が発生し、建物の倒壊やライフラインへの被害が発生し、また、火災

が延焼拡大しているというのものとのこと。

　訓練の第一部として、震災救援所の立ち上げ訓練を行い、その後広域

避難揚所への避難訓練を行い、第二部として、関係機関による消火・救

助訓練、応急復旧訓練、医療救護訓練、炊き出し訓練及び各ブースでの

体験訓練等を実施するとのこと。

　対象地域については、井草・西荻・荻窪地域としているとのこと。・

イ　震災救援所訓練

　　震災救援所の開設、運営に向けた訓練を通じて災害対応力を身につけ

　るとともに、地域の防災力の向上を目的に、震災救援所となる区立の小

　中学校66校等で実施するとのこと。

　　訓練内容は、震災救援所立ち上げ訓練のほか、避難者対応、学校防災

　倉庫の点検等であるが、個々の内容については各震災救援所の運営連絡

　会で決定するとのこと。

（2）　10月14日

　　　神田川水系の洪水被害を軽減する目的で設置された河川水貯留施設につい

　　て調査するため、委員の派遣を行い、以下の場所を視察した。

　　　　神田川・環状七号線地下調節池善福寺川取水施設（杉並区堀ノ内）

以上


